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研修報告・議会の動き

総
務
民
生
常
任
委
員
会

栃
木
県
那
須
塩
原
市
・

茨
城
県
つ
く
ば
市
を
研
修

研
修
報
告

　

去
る
２
月
16
日
（
火
）、
17
日
（
水
）
城
里
町
議
会
総
務
民
生
常
任
委
員
会
は
、
緊

急
時
の
災
害
応
急
対
策
の
参
考
と
す
る
た
め
、
平
成
27
年
9
月
に
豪
雨
災
害
を
受

け
た
那
須
塩
原
市
に
、
ま
た
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
の
茨
城
県
防
災
航
空
隊
の
活
動

内
容
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

○
那
須
塩
原
市
役
所

概　
　

要

　

那
須
塩
原
市
は
、
昨
年
９
月
の
関
東
・

東
北
豪
雨
に
よ
り
土
砂
崩
れ
に
よ
る
建

物
被
害
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
建
物
浸

水
、
ま
た
、
基
準
雨
量
超
過
に
よ
り
国

県
道
路
の
通
行
止
め
、
土
砂
崩
れ
に
よ

る
市
道
の
通
行
止
め
、
ま
た
、
冠
水
に

よ
る
農
地
の
被
害
等
が
発
生
し
、
現
在

も
な
お
復
旧
作
業
、
被
害
者
支
援
等
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

災
害
応
急
対
策
計
画

　
　
　
　

初
動
体
制

　

災
害
応
急
対
策
計
画
に
よ
る
職
員
の

参
集
基
準
と
役
割
分
担
の
明
確
化
。

⑴ 

注
意
準
備
態
勢

　
（
総
務
部
長
）

　
　

・
震
度
４
以
上
の
地
震

　
　

・
９
時
間
以
内
台
風
接
近

⑵ 

警
戒
態
勢

　
（
総
務
部
長
）

　
　

・
震
度
５
以
上
の
地
震

　
　

・
６
時
間
以
内
台
風
直
撃

⑶ 

非
常
態
勢

　
（
市
長
）

　
　

・
震
度
６
弱
以
上
の
地
震

　
　

・
２
４
時
間
連
続
雨
量
２
０
０
㍉

　
　

・
災
害
救
助
法
適
用
時

○
茨
城
県
防
災
航
空
隊

目　
　

的

　

都
市
構
造
の
変
化
や
災
害
態
様
の
複

雑
多
様
化
に
対
応
し
、
茨
城
県
消
防
防

災
体
制
の
強
化
を
図
る

　

平
成
７
年
４
月
運
行
を
開
始
。

活
動
内
容

⑴ 

緊
急
運
航

・
救
急
活
動 

（
救
急
患
者
・
医
師
・
医

療
資
材
・
傷
病
者
の
搬
送
）

・
救
助
活
動 

（
河
川
・
海
・
山
岳
遭
難
・

高
層
建
築
火
災
・
山
崩
れ

等
災
害
の
救
助
）

・
災
害
応
急
対
策
活
動　
（
地
震
・
台
風
・

豪
雨
・
津
波
等
状
況
把
握
・

広
報
・
住
民
へ
の
避
難
誘

導
・
警
報
等
の
広
報
）

・
火
災
防
御
活
動　
（
林
野
火
災
等
消

火
活
動
・
情
報
収
集
・
伝

達
・
住
民
へ
の
避
難
誘
導

等
の
広
報
・
消
火
資
材
、

消
火
要
員
等
の
輸
送
）

・
広
域
航
空
消
防
防
災
応
援
活
動
な
ど

（
航
空
消
防
防
災
応
援
協
定
に
よ

る
交
互
応
援
・
緊
急
消
防
援
助

隊
要
網
等
に
基
づ
く
応
援
）

⑵ 

通
常
運
航

・
災
害
予
防
対
策
活
動

・
自
隊
訓
練
・
一
般
行
政
活
動

豪雨災害時の状況を聞く

　

県
民
の
安
心
安
全
の
為
、
日
々
の
過

酷
な
訓
練
を
受
け
る
隊
員
に
感
銘
を
受

け
る
と
と
も
に
、
災
害
に
対
す
る
職
員

の
日
頃
か
ら
の
意
識
が
い
か
に
大
切
で

あ
る
か
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

町
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

防
災
体
制
の
強
化
や
災
害
に
対
す
る
備

え
が
必
要
な
こ
と
は
も
と
よ
り
、
災
害

対
応
と
し
て
、
職
員
の
迅
速
な
初
動
、

町
民
へ
の
周
知
、的
確
な
情
報
収
集
は
、

そ
の
後
の
救
急
活
動
や
救
助
活
動
に
直

接
的
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
積
極
的
な
対
策
を
講
じ
、
災

害
に
強
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
参
考

と
な
る
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
埼
玉
県
温
泉
施
設
の
研
修
成

果
を
ホ
ロ
ル
の
湯
の
運
営
に
反
映
さ

せ
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

救助機材の説明

上空30メートルからの救助訓練

救助にかかる所要時間
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○
多　

古　

町

概　
　

要

　

千
葉
県
北
総
大
地
の
東
側
に
位
置
し
、

中
央
を
栗
山
川
流
域
は
水
田
地
帯
が
広

が
り「
多
古
米
」と
い
う
良
質
米
の
産
地
。

農
産
物
も
良
質
の
も
の
が
収
穫
さ
れ
る
。

農
業
の
現
状
と
特
徴

　

良
質
の
米
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ニ
ン
ジ

ン
な
ど
の
農
産
物
が
収
穫
さ
れ
る
条
件

の
良
い
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
一
方
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、

市
場
で
の
価
格
が
採
算
に
合
わ
な
い
等

の
実
情
が
あ
る
。

　

米
生
産
の
専
業
農
家
、
中
小
農
家
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
米
、
野
菜
を
中
心
と
し
た

産
地
直
送（
販
売
契
約
）を
行
っ
て
い
る
。

　

第
６
次
産
業
化
事
業
に
つ
い
て
は
、

農
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
農
業
と

商
業
が
連
携
し
農
畜
産
物
を
活
か
し
た

後
援
会
や
懇
談
会
を
開
催
し
、
多
く
の

特
産
物
開
発
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

　

新
商
品
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
マ

ス
コ
ミ
等
に
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。

○
鋸
南
町
・
道
の
駅

　

保
田
小
学
校

　
概　
　

要

　

千
葉
県
の
南
、
房
総
半
島
西
南
、
鋸

山
の
南
に
位
置
し
、
城
下
町
・
勝
山
と

港
町
・
保
田
を
合
わ
せ
て
昭
和
43
年
に

合
併
し
た
。
平
均
気
候
は
18
度
と
温
暖

で
、
東
京
に
も
近
い
地
理
で
あ
る
。

背
景
・
経
緯

　

平
成
26
年
度
に
閉
校
と
な
り
、
住
民
の

喪
失
感
、
農
林
水
産
業
の
減
退
、
人
口

減
少
の
加
速
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
新
た

に
都
市
農
産
漁
村
交
流
の
拠
点
と
し
て

活
用
を
目
指
し
、
ま
た
農
業
漁
家
の
経

営
安
定
化
、
離
農
、
地
区
外
流
出
を
抑

制
し
、
地
区
安
定
促
進
を
目
的
に
、
５

か
年
継
続
事
業
と
し
て
再
生
を
試
み
た
。

　

地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
「
進
化
し

続
け
る
道
の
駅
」「
地
域
福
祉
・
地
域
移

住
促
進
」
の
機
能
強
化
を
目
指
す
国
の

認
定
「
道
の
駅
」
は
、
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
。

米やサツマイモの開発商品

音楽室：会議室

校舎：食堂、温浴・宿泊施設

体育館：直売所

研修報告・議会の動き

教
育
産
業
常
任
委
員
会

千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
・

千
葉
県
安
房
群
鋸
南
町
を
研
修

研
修
報
告

　

去
る
２
月
25
日
（
木
）、
26
日
（
金
）
城
里
町
議
会
教
育
産
業
常
任
委
員
会
は
、
地

場
産
業
を
活
性
化
さ
せ
、
第
6
次
産
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
多
古
町
、
都
市
農
村

漁
村
交
流
の
場
と
し
て
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
を
有
効
利
用
し
て
い
る
鋸
南
町
で

視
察
研
修
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

両
町
と
も
に
自
然
・
文
化
歴
史
を
守

り
、
地
場
産
業
を
育
て
、
次
世
代
に
繋

げ
よ
う
と
懸
命
な
努
力
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
農
業
・
漁
業
分
野
に
お
い

て
、
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
は
顕

著
で
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
同
じ
こ

と
が
い
え
る
。

　

だ
が
、
農
産
物
の
販
売
や
第
６
次
産

業
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を
通
じ
、
農
家
の

経
営
安
定
を
図
り
、
町
の
観
光
や
食
の

情
報
を
幅
広
く
提
供
す
る
こ
と
は
、
地

域
の
活
気
や
安
定
を
促
進
す
る
こ
と
に

な
り
、
町
の
人
口
減
少
に
も
歯
止
め
を

か
け
る
大
き
な
抑
止
力
に
な
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
既
存
の
資
源
を
有

効
的
に
活
用
し
、
地
場
産
業
を
守
り
育

て
る
こ
と
が
、
地
域
を
活
気
づ
け
て
い

く
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
と
感
じ
た
。
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研修報告・議会の動き

議 動の会 き
全国・茨城県町村議会議長会より本町議会議員が受賞
　２月15日（月）茨城県市町村会館で開催された町村自治功労者表彰式において、多年にわたり

地方自治の振興発展に寄与された功績により、下記の議員が受賞されました。

全国町村議会議長会から
　議員在職15年以上

　　南　條　　　治　議員

　　杉　山　　　清　議員

茨城県町村議会議長会から
　議長在職5年以上

　　小松﨑　三　夫　議員

　議員在職20年以上

　　小松﨑　三　夫　議員

　議員在職12年以上

　　関　　　誠一郎　議員

　　阿久津　則　男　議員

　　桐　原　健　一　議員

　　小　林　祥　宏　議員

	 杉山　清　議員	 南條　治　議員

小松﨑　三夫　議員

左から　関　誠一郎議員、阿久津　則男議員
　　　桐原　健一議員、小林　祥宏議員
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研修報告・議会の動き

常 任 委 員 会 報 告

総務民生常任委員会

傍聴人２人

【協議事項】

（1）城里町役場庁舎建設について

　・役場庁舎一部床面高低等調査

２月22日（月）
城里町役場　３階　委員会室

2月12日
県北中央町村議会議長会議員研修会

２月19日
町村議会議員自治研究会

　

２
月
12
日
（
金
）、
大
子
町
に
て
、

県
北
中
央
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
講
師
と
し
て
内
閣
審
議

官 

末
宗 

徹
朗
様
（
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
次
長
）
を

迎
え
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

２
月
19
日
（
金
）、
茨
城
県
市
町
村

会
館
に
て
、
町
村
議
会
議
員
自
治
研

究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
12
町
村
の
議
会
議
員
約

２
０
０
人
が
参
加
し
、
講
師
と
し
て

茨
城
県
副
知
事　

楠
田
幹
人
氏
に
よ

る
「
県
政
の
当
面
の
課
題
」、
ま
た
大

妻
女
子
大
学
教
授 

田
代 

洋
一
氏
に

は
「
農
政
を
取
り
巻
く
情
勢
と
今
後

の
展
望
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

内閣審議官
末宗　徹朗氏

茨城県副知事
楠田　幹人氏

大妻女子大学教授
田代　洋一氏


